
令和６年度室戸市総合教育会議

不登校の状況等について

室戸市教育委員会 2024.９.25



高知県生徒指導上の諸課題・児童虐待に関する調査

○ 7月末10日以上、12月末20日以上、３月末30日以上の
長期欠席（傾向）の児童生徒が対象

○ 病気（傾向）、経済的理由（傾向）、不登校（傾向）、その他
に分けて、人数を計上

○ 高知県の不登校傾向の生徒数は、全国と比べて、同等
または多い状況が続いている。



高知県生徒指導上の諸課題・児童虐待に関する調査より
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室戸市不登校傾向児童数【小学校】

・令和３年度に新規が増えたが、
その後は減少

・今年度７月末の数は２名
新規は０



高知県生徒指導上の諸課題・児童虐待に関する調査より

室戸市不登校傾向生徒数【中学校】

7

3

10

15

7 8

2

2

6

1

4 1

0

2

4

6

8

10

12

14

16

18

R元 R２ R３ R４ R５ R６.７月

継続 新規

（人）

・令和３年度に急激に増加

・令和３年度の不登校傾向の生徒
が、令和４年度も継続

・今年度７月末の数は９名
そのうち、新規は１名



室戸市教育研究所３日欠席調べより（R6.７）

＜不登校の要因＞
・身体の不調
・集団生活への不適応
・本人の特性または発達に関する問題
・生活習慣の乱れ
・登校への無気力・無関心
・家庭に係る状況
・入学・転編入学・進級時の不適応

（月に３日以上欠席した児童生徒について、学校から報告してもらう）



不登校の支援について

○ 学校の取組
・欠席者への電話連絡・家庭訪問等

・校内支援会（SC等のアドバイスを基にした個別支援）

・校内サポートルームの設置

・保小中連携による生徒指導の４つの視点（自己存在感の感受、
共感的な人間関係の育成、自己決定の場の提供、安全・安心な風土

の醸成）を生かした授業づくりや集団づくりの取組



子どもの発達を支える生徒指導に関する調査研究事業

○ 県指定の事業 R５・R6 ２年間指定

○ 室戸中学校区がモデル地区
室戸中学校が拠点校（指定に関わる推進リーダー配置）

○ 不登校の未然防止を中学校区で取り組む
（新規不登校を出さない）

○ 居場所づくりと絆づくり

○ 子どもの声（意識調査）を聞きながら、実践を進める



不登校の支援について

○ 教育支援センターによる児童生徒支援
現在の通室生 ３名
学校復帰へむけて不安材料の解消・・・学校との連携
進路指導

○ 教育研究所
・児童生徒理解に関する研修の実施
・校内支援会への参加・助言
・毎月３日調べによる不登校傾向児童生徒への早期対応


